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大
使
夫
人
・
友
好
交
流
部
参
事
官

汪

婉

女
史

川
口
市
視
察
・
歓
迎
交
流
会

理
事
長
代
行

加
藤

展
裄

川
口
市
日
中
は
設
立
四
十
周
年

記
念
と
し
て
、
六
月
二
十
六
日
に

大
使
館
か
ら
汪
婉
参
事
官
の
ほ
か
、

友
好
交
流
部
四
名
、
総
務
部
三
名
、

科
学
技
術
部
二
名
、
武
官
室
二
名

の
書
記
官
十
一
名
を
お
迎
え
し
、

川
口
市
日
中
か
ら
来
賓
（
団
体
会

員
）
三
名
、
理
事
長
ほ
か
十
八
名

が
参
加
し
て
、
川
口
市
視
察
・
歓

迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

歓
迎
交
流
会
に
先
立
ち
、
川
口

市
の
産
業
の
シ
ン
ボ
ル
、
地
場
産

業
の
鋳
造
工
場
と
川
口
市
朝
日
環

境
セ
ン
タ
ー
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
二
時
三
十
分
よ
り
一
八
七

一
年
創
業
で
鋳
造
メ
ー
カ
ー
の
老

舗
・
㈱
永
瀬
留
十
郎
工
場
を
視
察
。

永
瀬
重
一
社
長
の
案
内
で
工
場
を

見
学
後
、
中
国
人
鋳
物
研
修
生
の

働
く
現
場
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
四
時
前
に
朝
日
環
境
セ
ン

タ
ー
（
市
内
に
二
か
所
あ
る
ご
み

の
分
別
処
理
を
行
っ
て
い
る
施
設

の
ひ
と
つ
）
に
到
着
。
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
鈴
木
清
所
長
か
ら
研
修

室
で
説
明
を
受
け
て
、
資
源
化
処

理
施
設
で
、
ビ
ン
、
缶
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
の
分
別
処
理
ラ
イ
ン
見
学
。

そ
の
後
、
生
ご
み
処
理
施
設
を
四

階
か
ら
見
学
。
三
階
の
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
房

の
説
明
も
受
け
ま
し
た
。

二
か
所
と
も
短
時
間
の
見
学
で

あ
っ
た
た
め
、
十
分
理
解
さ
れ
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
環
境
問
題
は
世
界
各
国
で
関

心
が
高
く
、
川
口
市
の
み
な
ら
ず
、

我
が
国
を
含
め
て
近
隣
諸
国
と
の

共
同
歩
調
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

午
後
五
時
半
よ
り
会
場
を
南
鳩

ヶ
谷
の
「
木
曽
路
」
に
移
動
し
歓

迎
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

岡
村
幸
四
郎
会
長
（
川
口
市
長
）

は
公
務
延
長
の
た
め
欠
席
で
し
た

が
、
渋
谷
祥
晴
副
市
長
よ
り
大
使

館
の
皆
様
の
ご
来
訪
に
対
し
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
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続
い
て
汪
婉
参
事
官
か
ら
川
口

市
日
中
友
好
協
会
設
立
四
十
周
年

の
お
祝
い
と
永
年
の
友
好
活
動
へ

の
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
、
引
き
続

き
民
間
の
力
で
日
中
友
好
活
動
を

続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
川
口
市
商
工
会
議
所
児
玉

洋
介
会
頭
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
、
見

学
御
礼
そ
し
て
川
口
日
中
四
十
周

年
お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
引
き

続
き
川
口
鋳
物
工
業
協
同
組
合
伊

藤
光
男
理
事
長
の
挨
拶
お
よ
び
乾

杯
の
ご
発
声
で
友
好
の
宴
が
始
ま

り
ま
し
た
。

し
ば
し
歓
談
後
、
川
口
鋳
物
海

研
会
（
中
国
よ
り
鋳
物
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
る
団
体
）
辻
井
一

夫
会
長
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
、
毎
年
市
内
事
業
所
に

八
十
～
百
人
の
研
修
生
を
受
け
入

れ
て
今
年
で
三
十
五
年
に
な
り
ま

す
が
、
今
後
も
継
続
し
て
受
け
入

れ
て
い
き
た
い
と
い
う
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
日
中
双

方
の
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
が
、
最
後
に
川
口
市
日

中
友
好
協
会
栗
原
喜
一
郎
理
事
長

よ
り
ご
参
会
の
皆
様
へ
の
お
礼
の

言
葉
と
「
こ
れ
か
ら
も
民
間
の
力

で
微
力
な
が
ら
日
中
友
好
活
動
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
い
う

決
意
の
言
葉
で
午
後
八
時
、
歓
迎

と
交
流
の
宴
を
終
了
し
ま
し
た
。

二
月
十
一
日

二
〇
一
三
年
度

総
会

内
野

繁
子

二
月
十
一
日
（
祭
日
）
例
年
ど

お
り
、
岡
村
幸
四
郎
会
長
（
川
口

市
長
）
を
迎
え
、
川
口
駅
東
口
の

江
南
春
で
協
会
員
四
十
五
名
が
参

加
し
て
、
二
〇
一
三
年
度
の
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
塚
栄
さ
ん

を
議
長
に
選
出
し
て
、
第
一
号
議

案
・
二
〇
一
二
年
度
の
活
動
報
告
、

第
二
号
議
案
・
決
算
報
告
で
は
浅

倉
さ
ん
の
会
計
監
査
報
告
と
順
調

に
審
議
が
進
み
ま
し
た
。

今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
理
事

長
代
行
の
設
置
と
会
計
を
一
名
か

ら
二
名
に
増
員
の
た
め
の
第
三
号

議
案
・
規
約
改
正
案
の
審
議
も
順

調
に
、
改
選
役
員
も
承
認
さ
れ
、

第
五
号
議
案
・
本
年
度
活
動
計
画

案
は
理
事
長
が
担
当
、
第
六
号
議

案
・
予
算
案
を
会
計
よ
り
提
案
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認
を
受

け
総
会
は
十
八
時
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

役
員
の
異
動

理
事
長
代
行

加
藤
展
裄

事
務
局
長

前
田
稔
夫

理

事

林
芳
男

正
田
洋
一

退
会
役
員

岸

実

木
村
一
男

退

理

事

杉
浦
契
子

会
計
監
査

加
藤
美
智
子

引
き
続
き
新
春
祝
賀
会
に
移
行

し
、
来
賓
と
し
て
県
協
会
か
ら
会

長
、
理
事
長
、
川
口
市
議
会
議
長
、

川
口
市
教
育
長
な
ど
多
数
の
方
に

お
い
で
い
た
だ
き
、
六
十
五
名
の

参
加
に
よ
り
、
に
ぎ
や
か
に
開
催

さ
れ
カ
ラ
オ
ケ
も
大
賑
わ
い
県
会

長
の
定
番
も
滞
り
な
く
歌
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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二
月
二
十
八
日

中
国
大
使
館
食
事
会内

野

繁
子

二
月
二
十
八
日
十
一
時
友
好
交

流
部
参
事
官
汪
婉
女
史
に
食
事
会

の
ご
招
待
を
受
け
、
中
国
大
使
館

に
会
長
、
理
事
長
、
副
理
事
長
ほ

か
八
名
が
招
か
れ
ま
し
た
。
会
長

は
公
務
多
忙
の
た
め
、
残
念
な
が

ら
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ぶ
ん
日
本
で
は
一
番
お
い
し

い
中
華
料
理
で
は
な
い
か
と
い
う

豪
華
な
お
食
事
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

第
三
十
六
期
入
門
Ｂ
開
講
式

井
上

不
二
子

第
三
十
六
期
生
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス

開
講
式
は
栄
町
公
民
館
・
第
二
集

会
室
に
て
四
月
五
日
（
金
）
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
は
歓
迎
の
辞
で
「
友
好

交
流
に
は
ぜ
ひ
と
も
意
思
の
疎
通

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

言
葉
は
大
事
で
す
」
と
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
新
入
生
は
十
六
名
で
す
。

老
師
は
鮑
萍
さ
ん
、
幹
事
は
林
芳

男
さ
ん
、
副
幹
事
は
古
田
勝
利
さ

ん
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
加
油
！

四
月
十
六
日

初
級
ク
ラ
ス
包
餃
子
会

四
月
十
六
日
婦
人
会
館
の
調
理

室
を
利
用
し
て
、
初
級
Ａ
ク
ラ
ス

の
受
講
生
が
、
担
当
講
師
の
唐
光

蓮
さ
ん
に
お
願
い
し
て
「
餃
子
の

作
り
方
講
座
」
を
開
き
ま
し
た
。

材
料
表
と
材
料
を
す
べ
て
そ
ろ

え
て
持
っ
て
き
て
、
餃
子
を
手
際

よ
く
作
っ
て
い
く
様
子
に
感
心
し

て
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

本
多
中
国
語
教
室
代
表
、
内
野

副
事
務
局
長
、
前
田
事
務
局
長
も

ご
招
待
を
受
け
、
ご
相
伴
に
与
か

り
ま
し
た
。

楽
し
い
企
画
で
し
た
。
唐
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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賀
は
が
き
、
十
二
月
か
ら
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
入
る
予
定
で

す
。

五
月
二
日

四
川
省
地
震
見
舞
金大

使
館
へ

四
月
二
十
七
日
、
第
一
回
理
事

会
で
の
決
定
に
と
も
な
い
、
四
川

省
地
震
見
舞
金
を
元
麻
布
の
中
国

大
使
館
友
好
交
流
部
・
呂
新
鋒
氏

多
・
田
村
・
市
東
の
五
名
で
行
い
、

発
行
日
は
六
月
十
六
日
（
日
）
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

入
門
Ａ
ク
ラ
ス
は
人
数
が
集
ま

ら
ず
、
残
念
な
が
ら
開
講
を
見
送

り
ま
し
た
が
、
入
門
Ｂ
ク
ラ
ス
は

十
六
名
が
申
し
込
み
ま
し
た
。

「
に
い
は
お
」
第
三
十
五
号

六
月
十
六
日
発
行

市
東

文
子

入
門
Ｂ
の
皆
様
の
中
国
語
と
真

摯
に
向
き
合
う
姿
勢
に
脱
帽
で
す
。

十
数
年
学
ん
で
い
な
が
ら
、
最
近

息
抜
き
多
く
、
真
面
目
さ
に
欠
け

て
き
た
己
を
恥
じ
る
ば
か
り
で
す
。

作
文
発
表
会
を
題
材
に
し
た
ク

ラ
ス
の
名
作
原
稿
を
ド
キ
ド
キ
し

な
が
ら
読
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
旅

行
の
想
い
出
や
、
中
国
語
と
か
か

わ
っ
た
経
緯
な
ど
の
楽
し
い
原
稿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
画
報
」
か
ら
伝
わ
る
「
日
中
か

改
め
て
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

各
行
事
担
当
の
方
々
、
多
く

の
寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
最
近
関
東
を
襲
っ
て
く

る
台
風
が
多
く
自
然
の
脅
威
に

ひ
れ
伏
す
ば
か
り
で
す
。
自
分

の
体
は
自
分
で
守
り
、
身
の
安

全
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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四
月
二
十
八
日

電
脳
塾

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
撮
影
会

電
脳
塾
は
春
の
一
日
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
写
真
を
撮
り
、
次
回

か
ら
は
そ
の
写
真
を
弄
く
り
ま
わ

そ
う
と
の
計
画
で
撮
影
会
を
行
っ

て
み
ま
し
た
。

七
名
が
参
加
し
花
を
愛
で
な
が

ら
園
内
を
散
策
し
撮
影
を
楽
し
み

ま
し
た
。
そ
の
後
写
真
レ
タ
ッ
チ

ソ
フ
ト
の
復
習
で
講
習
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
十
月
・
十
一
月
は
年

に
お
届
け
し
、
領
収
書
を
受
領
し

ま
し
た
。

後
日
、
感
謝
状
が
届
け
ら
れ
ま

し
た
。
感
謝
状
は
事
務
所
に
掛
け

て
あ
り
ま
す
。

「
に
い
は
お
」
第
三
十
五
号

第
一
回
編
集
会
議

市
東

文
子

四
月
四
日
（
木
）・
二
十
一
時

よ
り
、「
に
い
は
お
」
第
一
回
の

編
集
会
議
を
前
田
・
内
野
・
本

今
年
は
入
門
Ａ
が
開
講
せ
ず
、

「
に
い
は
お
」
も
貧
弱
な
冊
子
に

な
る
か
と
杞
憂
し
て
い
ま
し
た
が
、

取
り
越
し
苦
労
で
し
た
。
老
師
も

有
意
義
な
面
白
い
記
事
を
た
く
さ

ん
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

入
門
Ｂ
の
皆
様
の
中
国
語
と
真

わ
ぐ
ち
」
の
笑
い
と
涙
の
輝
か
し

い
一
年
も
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
い
記

録
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

延
期

雲
南
省
・
少
数
民
族

と
秘
境
八
日
間
の
旅

秋
に
予
定
し
て
い
た
中
国
研

修
旅
行
「
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
・
シ
ー

サ
ン
パ
ン
ナ
の
旅
」
は
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
た
め
、
止
む
な
く
延

期
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
春
に

改
め
て
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、


